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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （円） 

平成 28 年３月期第３四半期 497,671 10,294 10,846 8,178 40.05 

平成 27 年３月期第３四半期 373,766 5,202 7,690 6,378 29.93 

増   減   率  33.2％ 97.9％ 41.0％ 28.2％ 33.8％ 

 

当第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日～12月 31日）におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の

好転を背景に緩やかな景気回復の動きが見られたものの、一方では中国の景気減速などにより先行きは依然とし

て不透明な状況が続いております。 

当業界におきましては、食料品等の日常生活品に対する低価格志向が続く中で、ＷＨＯ傘下のＩＡＲＣ（国際

がん研究機関）による発表をうけた消費者の買い控えの影響が歳暮商戦と重なり厳しい事業環境となりました。 

このような状況の下、当社グループは、中期経営計画「ＣＮＶ２０１５」の最終年度にあたり、これまで取り

組んでまいりました施策にさらに磨きをかけ、企業ブランド・商品ブランドの価値を高め、コスト競争力を強化

しナショナルブランドメーカーとしての地位向上に向けてグループ一丸となって取り組んでおります。 

当第３四半期の連結業績につきましては、売上高は、ハム・ソーセージでは歳暮ギフトがＩＡＲＣの発表の影

響により減少いたしましたが、「Ｔｈｅ ＧＲＡＮＤ アルトバイエルン」や「朝のフレッシュシリーズ」等の

主力商品が順調に推移したことや中食・外食向けの商品が大きく伸びた結果、前年同期に比べて 3.3％増となり

ました。また、調理加工食品ほかにつきましても、ハンバーグ類、ピザ・スナック類が好調に推移し前年同期に

比べて19.4％増となりました。食肉につきましては、アンズコフーズ社の連結による売上増加により前年同期に

比べて50.7％増と大幅に増加した結果、売上高全体としては前年同期より1,239億５百万円増加して4,976億７

千１百万円（前年同期比33.2％増）となりました。利益面につきましては、売上総利益は、ハム・ソーセージの

売上回復、調理加工食品ほか及び食肉の売上増加に伴って前年同期に比べて108億１千２百万円増加して768億

１千２百万円（前年同期比16.4％増）となりました。営業利益は、アンズコフーズ社の連結に伴い販売費及び一

般管理費が増加したものの、前年同期に比べて 50 億９千２百万円増加して 102 億９千４百万円（前年同期比

97.9％増）、経常利益は、前年同期に比べて31億５千５百万円増加して108億４千６百万円（前年同期比41.0％

増）となりました。また親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、前年同期に比べて 18 億円増加し

て81億７千８百万円（前年同期比28.2％増）となりました。 

報告セグメント別の内訳につきましては、加工食品事業本部は、ハム・ソーセージの売上回復等により売上高

は135億９千９百万円増加して2,514億３千５百万円(前年同期比5.7％増)、営業利益は43億７千６百万円増加

して59億６千８百万円（前年同期比274.8％増）と大幅な増益となりました。食肉事業本部は、売上高は1,159

億１千９百万円増加して3,375億８千８百万円（前年同期比52.3％増）、営業利益は７億７千万円増加して44億

２千９百万円（前年同期比21.1％増）の増益となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

〔資産、負債及び純資産の状況〕 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて 101 億７千万円増加し、2,701 億

７千１百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金の増加とたな卸資産及び有形固定資産の減少等に

よるものであります。 

負債は、前連結会計年度末に比べて 78 億２千万円増加し、1,335 億２千６百万円となりました。これは主に、

支払手形及び買掛金、長期借入金の増加と短期借入金の減少等によるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べて23億５千万円増加し、1,366億４千５百万円となりました。これは主に、

利益剰余金の増加と繰延ヘッジ損益及び為替換算調整勘定の減少等によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 28 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 27 年 11 月６日に公表しました業績予想に変更はあり

ません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成 25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成 25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成 25年９月 13日。以下「事業分離等会

計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の

持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として

計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、

暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連

結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－２項（４）、連結会計基準第 44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。 

  なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 

 

（税金費用の計算方法の変更） 

税金費用の計算は、従来、四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて算定しておりましたが、第１四半期連結

会計期間より、グループとしての税金費用をより適切に四半期連結財務諸表に反映するため、年度決算と同様の

方法による税金費用の計算における簡便的な方法に変更しております。 

なお、当該会計方針の変更による前第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であるため、遡及適用

はしておりません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成 26年 12月 31日） 

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
 （単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 

（注）１ 
合 計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

加工食品 
事業本部 

食   肉 
事業本部 

計 

売上高        

外部顧客への売上高 233,600 140,127 373,728 37 373,766 ― 373,766 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

4,234 81,541 85,775 474 86,250 △86,250 ― 

計 237,835 221,669 459,504 511 460,016 △86,250 373,766 

セグメント利益 1,592 3,658 5,251 49 5,300 △98 5,202 

  

（注）1． ｢その他｣の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理店業等であります。 

2． セグメント利益の調整額は、たな卸資産の調整額等であります。 

3． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成 27年 12月 31日） 

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
 （単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 

（注）１ 
合 計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

加工食品 
事業本部 

食   肉 
事業本部 

計 

売上高        

外部顧客への売上高 246,552 250,589 497,142 529 497,671 ― 497,671 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

4,882 86,998 91,881 486 92,368 △92,368 ― 

計 251,435 337,588 589,023 1,015 590,039 △92,368 497,671 

セグメント利益 5,968 4,429 10,398 50 10,448 △154 10,294 

  

（注）1． ｢その他｣の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理店業等であります。 

2． セグメント利益の調整額は、たな卸資産の調整額等であります。 

3． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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【関連情報】 

１．商品分類別の売上高 （単位：百万円） 

 
前第３四半期 当第３四半期 

増  減 
 

自 平成26年 ４月 1日 
至 平成26年12月 31日 

自 平成27年 ４月  1日 
至 平成27年12月 31日 （％） 

ハム・ソーセージ 96,019 99,214 3,194 3.3 

食           肉 213,713 322,017 108,303 50.7 

調理加工食品ほか 64,032 76,439 12,406 19.4 

合        計 373,766 497,671 123,905 33.2 

 

２．地域別の売上高 （単位：百万円） 

 
前第３四半期 当第３四半期 

増  減 
 

自 平成26年 ４月 1日 
至 平成26年12月 31日 

自 平成27年 ４月  1日 
至 平成27年12月 31日 （％） 

日 本 － 406,862 － － 

ア ジ ア － 22,118 － － 

北 米 － 28,802 － － 

オ セ ア ニ ア － 18,528 － － 

欧 州 － 16,249 － － 

そ の 他 － 5,109 － － 

合        計 － 497,671 － － 

※前第３四半期連結累計期間については本邦の外部顧客への売上高が四半期連結損益計算書の売上高の 90％を 

超えるため、記載を省略しております。 
 
 

（重要な後発事象） 

平成28年１月26日に開催された当社及び米久株式会社の臨時株主総会において、株式移転の方法により平成

28年４月１日をもって両社の完全親会社となる「伊藤ハム米久ホールディングス株式会社」を設立し、経営統合

を行うことを内容とする「株式移転計画書」が承認されました。 
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